
- 26 -

竹炭、オリゴ糖の給与が鶏卵の生産性向上に及ぼす影響
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要 約

養鶏場から発生する臭気の低減に効果があるとされる竹炭と乳酸菌の栄養源となるオ

リゴ糖を採卵鶏に添加給与して、鶏ふんからの臭気発生と鶏卵の生産性向上に及ぼす影

響について検討した。

鶏ふんの臭気は冬季と夏季の季節による差は認められるが、竹炭１％添加給与やオリ

ゴ糖０．２％添加給与による差は認められなかった。

鶏ふんアンモニア濃度はいずれの区も採材２～３日後にピークを示し、その後除々に低

下した。１日後の濃度は対照区に比べて試験区の方が低い傾向がみられた。

試験期間中の産卵成績は、いずれの項目も試験区間に有意差は認められなかった。生存

率はオリゴ糖給与区で高く、飼料要求率は竹炭区で良い傾向がみられた。卵殻強度、ハウ

ユニットおよび卵殻厚は、竹炭やオリゴ糖を添加することによる影響は認められなかった。

また、竹炭を添加することにより卵黄色の値が低下した。

Ⅰ 緒 言

近年、畜産環境の保全に対する地域住民等の

関心が高まる中で、養鶏経営における悪臭問題

の解決は大きな課題となっている。

このような中で、炭は多孔質で様々な物質を

吸着し、脱臭や浄水に利用されているほかミネ

ラル源としても注目されている。

養鶏分野においても鶏の飼料に添加すること

で排泄物の臭気抑制および生産性や卵の品質向

上を図ることが検討されている。また、乳酸菌

の添加給与によって排泄ふんの水分含量が低下

し、排泄物の臭気抑制につながったことが認め

られている 。
1）

オリゴ糖は乳酸菌群の栄養となるため、これ

を添加することで腸内乳酸菌の働きが活発にな

り、腸内環境が改善されることが期待される。

このことから、採卵鶏に対して竹炭、オリゴ

糖および両方を併せて給与し、鶏ふんから発生

する臭気と鶏卵の生産性向上に及ぼす影響につ

いて検討した。

Ⅱ 試験方法

１．供試鶏

白色レグホン（ジュリア）を320羽供試した。

２．試験区分

試験区の構成は、市販成鶏用飼料（CP17％、

ME：2,850kcal/kg）に竹炭を1％添加した竹炭

区、オリゴ糖を0.2％添加したオリゴ糖区、竹炭

1％とオリゴ糖0.2％を添加した竹炭・オリゴ糖

区および市販成鶏飼料のみを給与した対照区の

。 。４試験区とした 各試験区 羽× 反復とした40 2
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３．試験期間および管理方法

採卵鶏の経済寿命は 週間であるが、今回の60
試験ではオリゴ糖を給与することによる経済寿

命の延長の可能性 が考えられたことから、試験
）2

期間は 週齢（ 年 月 日）から 週22 2004 10 12 92
齢（ 年 月 日）までの 週間とし、試2006 2 13 70
験開始日齢は 週齢から行った。22

すべて単飼ケージに収容し、自由飲水、不断

給餌とした。点灯管理は 時間の一定点灯とし14
た。その他衛生管理は当場の慣行に従った。

４．調査項目

（１）排泄鶏ふんの臭気調査

臭気測定は、100ℓ臭い袋法で冬季と夏季に実

施した。アンモニアは北川式ガス検知管、低級

脂肪酸および硫黄化合物についてはガスクロマ

トグラフィーにより測定した。

また、鶏ふんから発生するアンモニアについ

ては、試験開始前と試験期間中に随時測定を行

った。

（２）産卵成績

試験開始時から終了時（ 週齢）まで、産卵92
6個数、産卵重量、規格外卵数を毎日記録し、

週ごとにヘンデイ産卵率を算出した。卵重、飼

料摂取量、飼料要求率は 週ごとの平均値を求6
めた。

（３）卵質成績

各試験区 反復当たり 個ずつの鶏卵をラン1 10
ダムに採取し、卵殻強度、卵殻厚、ヨークカラ

ー、血斑・肉斑の有無およびハウユニット値を

調査した。測定には富士平工業社製の卵質検査

器械とロッシュ社製のカラーファンを用いた。

（４）体重

試験開始時から 週ごとに、各試験区当たり18
羽ずつ測定した。測定する鶏は、試験開始時8

から同じ鶏を用いた。

（５）経済性

試験期間中の給与飼料 当たりの単価およ1kg
び鶏卵 当たりの生産に必要な飼料費を算出1kg
した。

（６）統計分析

、各項目について一元配置法の分散分析を行い

有意差の検定は の分析方法を用いた。Turkey

Ⅲ 結果および考察

（１）排泄鶏ふんからの臭気抑制

排泄鶏ふんの臭気成分を表１に示した。各

種低級脂肪酸は冬季に比べ夏季で減少した。

硫黄化合物のうち硫化水素は対照区を除いて

夏季に増加したが、冬季で検出されたメチルメ

ルカプタンおよび二硫化メチルが夏季では検出

されなかった。

アンモニアについては全試験区とも夏季で増

加した。いずれも試験区による差は認められな

かった。

アンモニア濃度の推移を表２に示した。全試

験区とも採材2～3日後に最高値となり、その後

徐々に低下した。高温期には濃度上昇が早く、

高濃度を長く維持する傾向がみられた。１日後

の濃度は、対照区に比べて試験区の方が低い傾

向がみられた。

各種炭の飼料添加による悪臭低減試験は多く

行われているが 、低減効果は必ずしも現れて
3～6）

、 。おらず 本試験でも効果は認められなかった
3～5）

また、オリゴ糖は乳酸菌のエサとなることか

ら乳酸菌群の増殖を助け、大腸菌群等の抑制効

果につながることで 、悪臭低減効果が期待され
２）

た。しかし、乳酸菌資材の給与 や、乳酸菌とオ
7）

リゴ糖の併用給与 によっても腸内や糞便中の大
8）

腸菌といった細菌の変化は少なかったとの報告

。 、もある 今回は腸内細菌叢を調査しなかったが

今後は腸内細菌の中でも乳酸菌、さらに排泄物

臭気との関連を調べる必要がある。
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表１．排泄ふんの臭気成分

竹炭・ 竹炭・
オリゴ糖区 オリゴ糖区

アンモニア 　ppm 1.0 1.1 0.0 4.0 80.0 90.0 75.0 100.0

低級脂肪酸   ppb
プロピオン酸 12.6 15.0 9.6 12.6 0.05 0.11 0.09 0.09
ノルマル酪酸 34.1 29.8 17.5 23.3 0.66 0.05 0.06 0.03

ノルマル吉草酸 1.8 1.6 1.2 1.6 0.05 0.05 0.05 0.06
イソ吉草酸 0.9 1.0 0.7 0.8 0.06 0.05 0.05 0.05

硫黄化合物　　ppb
硫化水素 53.2 16.7 35.6 15.9 34.2 45.8 41.7 28.7

メチルメルカプタン ND 2.4 19.5 ND ND ND ND ND
硫化メチル ND ND ND ND ND ND ND ND

二硫化メチル 15.1 34.4 1.7 0.6 ND ND ND ND
1.12月7日に臭気採取、採取時の外気温は14.0℃
2.7月27日に臭気採取、採取時の外気温は30.0℃

冬季１ 夏季２

対照区 竹炭区 オリゴ糖区 対照区 竹炭区 オリゴ糖区

表２．鶏糞アンモニア濃度の推移（ppm）
9/28(26℃)

1 12/6（14℃)

1日後 1日後 1日後 3日後 8日後 1日後 3日後 8日後 1日後 3日後 8日後 1日後 2日後 6日後 9日後

対 照 区 185 1 40 70 1 110 420 110 135 220 190 80 255 250 100

竹 炭 区 180 1.1 11 135 1.5 40 380 70 90 205 100 60 220 245 25

オ リ ゴ 糖 区 215 0 4 55 6 145 430 85 85 183 80 21 195 105 30

竹 炭・オ リ ゴ 糖 区 180 4 3 35 6 35 240 225 40 240 160 60 180 300 25

1：試験開始前

4/17(17℃) 6/13(27℃) 8/9(27℃) 9/27(24℃)

（２）産卵成績

22～57週齢間、58～93週齢間および全期間の

平均による産卵成績を表３に示した。

生存率はオリゴ糖を給与した試験区で高い傾

向がみられた。期間前半におけるヘンデイ産卵

率は竹炭区が高く、対照区が低かった。期間後

半は全試験区とも低下した。1日1羽当たりの飼

料摂取量は竹炭区で少ない傾向がみられた。い

ずれの項目も試験区による差は認められなかっ

た。

表３．産卵成績
生存率
（％） 22w-57w 58w-93w 全平均 22w-57w 58w-93w 全平均 22w-57w 58w-93w 全平均 22w-57w 58w-93w 全平均 22w-57w 58w-93w 全平均

対照区 92.5 91.6 80.0 85.8 59.4 64.6 62.0 54.3 52.1 53.3 113.1 113.0 113.1 2.10 2.19 2.14
竹炭区 91.3 94.3 78.8 86.6 58.7 64.1 61.4 55.4 51.0 53.3 112.8 111.3 112.1 2.04 2.22 2.13
オリゴ糖区 96.3 92.9 79.5 86.2 59.6 64.4 62.0 55.6 51.7 53.7 114.3 113.7 114.0 2.06 2.23 2.15
竹炭・オリゴ糖区 96.3 92.6 79.2 85.9 59.5 64.5 62.0 55.0 51.4 53.3 115.1 114.3 114.7 2.09 2.24 2.17

要求量産卵率（％） 卵重（ｇ） 産卵日量（g/羽） 摂取量（ｇ/羽/日）

（３）卵質成績

卵質成績を表４に示した。卵殻強度およびハ

ウユニットは加齢に伴う低下が認められるもの

の試験区による差はみられなかった。

また、卵黄色は竹炭区で値が低下する傾向が

みられ、 週齢時にはオリゴ糖区の値が有意に56
高くなった。各種炭添加による卵黄色の低下は

他の試験でも報告されている 。）、 )54
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表４．卵質成績
血斑率 肉斑率

20w 56w 92w 20w 56w 92w 20w 56w 92w 20w 56w 92w （％） （％）
対照区 3.8 2.8 2.8 0.39 0.36 0.37 12.0 12.7 13.3 99.4 95.3 78.1 0.7 17.9
竹炭区 4.1 2.6 2.8 0.38 0.34 0.35 12.1 12.4 13.3 101.1 92.7 76.2 0.7 12.9
オリゴ糖区 4.0 2.9 3.0 0.40 0.35 0.36 12.1 13.5a 13.5 98.6 93.1 78.5 3.6 20.0
竹炭・オリゴ糖区 3.9 2.8 3.0 0.38 0.34 0.36 11.9 12.3 12.8 100.0 95.0 79.3 2.1 14.3

卵殻強度（㎏/㎝2） 卵殻厚（㎜） 卵黄色 ハウユニット

（４）体重

、 、 、 、 週齢の体重を表５に示し22 40 58 76 92
た。いずれの週齢時も試験区による差は認めら

れなかった。 週齢以降の全区にみられた減量58
は 月以降の気温上昇に伴い飼料摂取量が減少6
したためと考えられた。

表５．体重
22w 40w 58w 76w 92w

対照区 1,642 1,799 1,870 1,723 1,691
竹炭区 1,564 1,661 1,751 1,620 1,571
オリゴ糖区 1,557 1,703 1,795 1,644 1,568
竹炭・オリゴ糖区 1,584 1,701 1,761 1,609 1,607

（５）経済性

飼料単価および卵 ㎏生産に要する飼料費を1
表６に示した。 ㎏当たりの飼料単価は竹炭・1
オリゴ糖区がもっとも割高ではあったが、対照

区との差はわずか 円であった。鶏卵 ㎏当た3 1
りの生産に要した飼料費も竹炭・オリゴ糖区が

他区より割高の 円で、対照区との差は 円132 9
であった。

表６．飼料コスト
飼料単価 卵1㎏生産に要する飼料費

（円/㎏） （円）
対照区 58 123
竹炭区 60 126
オリゴ糖区 59 125
竹炭・オリゴ糖区 61 132
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